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アクセス外来

• VAエコー検査 約８０００例

透析の現場を理解している臨床工学技士で対応

• VAIVT 約１８００例

• アクセス関連手術 約６００例

（２０１０年９月以降）



技士の取り組み

通常の透析業務

エコー所見による
VAマップ作成チーム回診

エコー下穿刺 加圧式VAマッサージ

エコー検査



目的

加圧式VAマッサージの有用性を検討する



加圧式VAマッサージ



加圧式VAマッサージ



患者、性別、透析歴 アクセスの種類 VAIVT歴（回数） マッサージ部位

37歳・女・20年1ヶ月 右前腕内AVF 7 吻合部直上＋肘部run-off

58歳・女・6年0ヶ月 左前腕内AVF 1 吻合部直上

60歳・男・0年8ヶ月 左前腕内AVF 3 吻合部直上

60歳・男・5年2ヶ月 左前腕内AVF 5 吻合部直上

63歳・女・8年7ヶ月 右前腕内AVF 5 肘部run-off

64歳・女・15年3ヶ月 右前腕内AVF 8 肘部run-off

65歳・男・10年7ヶ月 右前腕内AVG 7 V側吻合部

66歳・男・8年4ヶ月 右前腕内AVF 12 肘部run-off

68歳・男・10年1ヶ月 左前腕内AVF 10 吻合部直上

69歳・女・19年4ヶ月 左前腕内AVF 5 吻合部直上

72歳・男・3年8ヶ月 左前腕内AVF 3 吻合部直上

72歳・女・5年2ヶ月 左前腕内AVF 1 吻合部直上

76歳・女・35年9ヶ月 右前腕内AVF 2 肘部run-off

84歳・男・0年6ヶ月 左前腕内AVF 2 吻合部直上

87歳・女・6年3ヶ月 右前腕内AVF 1 吻合部直上

88歳・男・2年7ヶ月 右前腕内AVF 6 肘部run-off

88歳・女・2年8ヶ月 右前腕内AVF 1 吻合部直上

89歳・男・3年5ヶ月 左前腕内AVF 5 肘部run-off

対象 当院維持透析患者117名中、VAIVT治療を繰り返す18名



方法

①加圧式VAマッサージ介入前後１ヵ月におけ
るVAエコー検査データの平均をT検定で比
較

②加圧式VAマッサージ介入前後でのVA開存
期間についてKaplan-Meier法を用いて検定

期間

2013年4月～2016年9月
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結果② マッサージ介入前 VS 介入後 開存期間
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結果② マッサージ介入前 VS 介入後 開存期間
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当院での加圧式VAマッサージの適応

• VAIVTを繰り返す症例

• 狭窄部位を良好に触知する静脈

※動脈内の狭窄には不向き

• 主にAVF症例の吻合部直上狭窄、前腕中間部の狭窄

※吻合部そのものの狭窄は動脈からの加圧が難しく不向き

• AVGであっても脂肪が少なく、グラフト静脈吻合部の
狭窄部位を良好に触知する場合は適応になりうる

主項目

副項目



当院で注意していること

マッサージ介入は、VAエコーの所見で判断

マッサージの適応外として

•血栓性の狭窄

•シャント瘤のある部分

•石灰化している部分

•ステントの留置部分



考察

• VAIVTにおける３ヵ月ルールのため、VAIVT頻
回症例に対して始めた取り組みである

•加圧式VAマッサージ介入により開存期間
が延長する症例、延長しない症例があった

•今後も症例数を重ねながら、介入の適応の
有無、より効果的なマッサージのやり方な
どを検討していく



結語

加圧式VAマッサージは透析室スタッフが
VA管理に関わることのできる効果的で有
用な取り組みと考える



演題発表に関連し、開示すべき
利益相反関係にある企業などは
ありません。

筆頭演者氏名： 飯田 輝昭

日本アクセス研究会
利益相反の開示


